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１
月
10
日
︑
桃
源
文
化
会
館
に
お
い
て
平
成
28
年
南
ア
ル
プ
ス
市

成
人
式
が
挙
行
さ
れ
︑
８
１
５
人
が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
︒

式
典
で
は
︑
新
成
人
を
代
表
し
て
飯
野
一
静
さ
ん
︵
白
根
地
区
︶

と
長
田
真
侑
さ
ん
︵
甲
西
地
区
︶
が
成
人
の
抱
負
を
述
べ
︑
池
田

崚
太
さ
ん
︵
八
田
地
区
︶
と
手
塚
綾
美
さ
ん
︵
八
田
地
区
︶
が
誓

い
の
こ
と
ば
を
宣
誓
し
︑
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま

し
た
︒

か
ず
し

ま 

ゆ

り
ょ
う
た

あ
や
み

祝 
成
人

新成人  平成７年4月2日～平成8年4月1日生まれ

１
９
９
５
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●
主
な
で
き
ご
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W
indows95 

発
売

　

イ
チ
ロ
ー
の
活
躍
で
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リ
ッ
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ス
優
勝

●
市
内
の
主
な
で
き
ご
と

　

ふ
る
さ
と
天
文
館
・
文
化
伝
承
館
オ
ー
プ
ン

　

ウ
エ
ス
ト
リ
バ
ー
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
完
成

　

甲
西
中
体
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館
竣
工　

チ
ロ
ル
学
園
竣
工

　

若
草
健
康
セ
ン
タ
ー
竣
工

　

鋳
物
師
屋
遺
跡
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財

　

に
指
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さ
れ
る︵
円
錐
形
土
偶  

愛
称﹁
子
宝

　

の
女
神
ラ
ヴ
ィ
﹂な
ど
２
０
５
点
︶

　

県
民
の
森 

ウ
ッ
ド
ビ
レ
ッ
ジ
伊
奈
个
湖
完
成

　

公
立
小
中
学
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日
制  

第
２
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土
曜
休

　

甲
西
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路  

増
穂

－

甲
西
間
供
用
開
始

●
流
行
フ
ァ
ッ
シ
ョ
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コ
ギ
ャ
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現
象
︑
チ
ビ
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●
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商
品
・
ヒ
ッ
ト
商
品　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
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●
流
行
語 　

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

●
ヒ
ッ
ト
曲　

LO
VE  LO

VE  LO
VE

　

(

ド
リ
ー
ム
ズ
・
カ
ム
・
ト
ゥ
ル
ー)

●
映
画　

耳
を
す
ま
せ
ば　

ダ
イ
・
ハ
ー
ド
３ 

●
高
視
聴
率
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ　

　

金
田
一
少
年
の
事
件
簿　

●
名
作
ア
ニ
メ　

新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン 

■平成７年国勢調査

総数 男 女 世帯数

八田村 6,694 3,284 3,410 1,981
白根町 18,707 9,066 9,641 5,207
芦安村  611  321  290  224
若草町 10,326 5,152 5,174 2,982
櫛形町 18,375 8,970 9,405 5,299
甲西町 12,791 6,316 6,475 3,763

６町村合計 67,504 33,109 34,395 19,456



3

２
０
０
５
年
（
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歳
）

●
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で
き
ご
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日
本
プ
ロ
野
球
セ
・
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交
流
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開
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宇
宙
飛
行
士
野
口
聡
一
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト 

ル

　
で
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宙
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日
本
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人
口
初
の
自
然
減
︵
１
８
９
９
年
統
計

　

開
始
︶

　

ド
ラ
え
も
ん
声
優
一
斉
交
代

●
市
内
の
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な
で
き
ご
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白
根
巨
摩
中
体
育
館
竣
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甲
西
道
路  

在
家
塚

－

甲
斐
市
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田
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供
用

　

開
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青
パ
ト
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
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開
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●
新
商
品
・
ヒ
ッ
ト
商
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iTunes

︑
レ
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家
庭
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
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●
流
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想
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︶︑
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ー
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●
ヒ
ッ
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青
春
ア
ミ
ー
ゴ
︵
修
二
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彰
︶

●
映
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ハ
ウ
ル
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動
く
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ハ
リ
ー
ポ
ー
ッ
タ
ー
と
炎
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ゴ
ブ
レ
ッ
ト

●
高
視
聴
率
Ｔ
Ｖ
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ラ
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ご
く
せ
ん 

第
２
弾
シ
リ
ー
ズ　

●
名
作
ア
ニ
メ　

ふ
た
り
は
プ
リ
キ
ュ
ア

　
　■平成17年国勢調査

総数 男 女 世帯数

八田地区 7,296 3,595 3,701 2,361
白根地区 19,771 9,676 10,095 6,376
芦安地区 470 232 238 184
若草地区 11,831 5,797 6,034 3,678
櫛形地区 19,386 9,459 9,927 6,241
甲西地区 13,318 6,642 6,676 4,475

南アルプス市 72,072 35,401 36,671 23,315
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平成 28年１月１日現在で、市内に住所を有する方が、前年中（平成 27年１月１日から 12月 31日まで）の
所得を申告するものです。  ※所得税の確定申告とは異なります。

申告相談
税務課職員が各窓口サービスセンターで相談受付をします。
期　間　2月 4日（木）～ 2月 5日（金）    ※芦安窓口サービスセンターは、2月 5日（金）のみ
時　間　8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
場　所　本庁税務課・各窓口サービスセンター

※本庁税務課では、2月 1日（月）～ 3月 15日（火）まで申告相談を受付けていますが、できるだけ
2月 15日（月）まで（確定申告期間前）にお越しください。（土・日祝日は除く）

郵送での提出
郵送での申告は、３月 16日（水）まで受け付けています。
〒400-0395　南アルプス市小笠原 376　南アルプス市役所　税務課市民税担当　宛

申告時に必要なもの
１　印鑑
２　生命保険料等（個人年金・介護医療保険料を含む）・地震保険料（地震保険・建更共済等）の控除証明書
３　前年中に支払った国民年金保険料等の金額を証する書類
４　医療費の領収書　（医療費控除を受ける方）  ※明細書は事前に作成してからご来場ください。
　　（明細書は税務課・各窓口サービスセンターにあります。）
５　本人や家族が障害者等の場合はその手帳または障害者控除対象者認定書
６　その他   ○給与所得のある方は給与の源泉徴収票    ○公的年金所得のある方は公的年金等の源泉徴収票

※営業所得、農業所得、不動産所得のある方は、収支の明細を申告書裏面の収支内訳欄に記入してください。
※収入のなかった方（扶養されていた方や遺族年金・障害年金受給者、その他就職活動中の方等）も必ず申告してください。
※※必要書類はあらかじめ確認の上、ご自身で記載できるようにしてください。

申告をする必要がない方
次のいずれかに該当する方は、住民税の申告が不要です。（年齢は 1月 1日現在）
①収入が公的年金等のみの 64歳以下の方で、年金の収入金額の合計が 98万円以下の方
　遺族年金・障害年金のみの方は申告してください。
②収入が公的年金等のみの 65歳以上の方で、年金の収入金額の合計が 148 万円以下の方
③収入が公的年金等のみで、公的年金等の源泉徴収票の内容に控除（扶養・障害・寡婦、生命保険料控除等）
を追加しない方

④収入が給与所得のみで、年末調整した給与支払報告書が会社などから市役所に提出されている方
※年末調整をしていない場合でも、支払い者（会社等）から市役所に給与支払報告書が提出されている方で、申告内容に
控除を追加しない方は、申告する必要がありません。

⑤所得税の確定申告書を提出する方

その他
住民税申告書がお手元にない場合は、税務課・各窓口サービスセンターでお受け取りください。
平成 26年分の確定申告書を提出した方には、住民税申告書は送付していません。　

平成28年度  市民税・県民税・
国民健康保険税 の申告について

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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所得税
贈与税
個人消費税

３月15日(火)まで
３月15日(火)まで
３月 31日(木)まで

平成 27年分の
申告・納税の期限

申告相談
甲西会場　甲西支所2階会議室　
　　　　　2月16日（火）～29日（月）　※24日（水）は18:00まで受付
白根会場　健康福祉センター2階会議室　
　　　　　3月2日（水）～15日（火）　※9日（水）は18:00まで受付
受付時間　8:30～16:00（受付番号配布は8:15の予定）

※いずれも土・日曜日を除く
※休日は、３月６日（日）に白根会場で実施します。

市役所で確定申告される方へ
①確定申告書の作成は、自主申告となっています。
　確定申告書に収支内訳書の添付が必要となる方は、必ず事前に作成してください。
②医療費控除を受ける方は、税務課および各窓口サービスセンターに用意してある「医療費の明細書」を事前に作成
してください。

③添付書類に不足がある場合は受付できません。必要な書類を忘れずにお持ちください。
④青色申告は提出のみお預かりしますが、相談のある場合は税務署で申告してください。
⑤譲渡所得、先物取引、雑損控除がある方は、税務署で申告をしてください。

　市の申告会場では、申告書の仮収受を行うものであるため、一部の申告については税務署での申告をお願いする場合
があります。
　また、申告内容により受付や相談の順番が前後することがありますので、ご了承ください。

甲府税務署による確定申告書作成会場
期　間　２月16日（火）～3月15日（火）
時　間　9:00～17:00（受付8:30～） ※土日・祝日を除く
場　所　甲府税務署　甲府市丸の内 1-1-18　甲府合同庁舎

※休日の開催日は、2月21日（日）と28日（日）の２日間です。

お問合せ／甲府税務署　℡（254）6105

税理士による年金および医療費還付申告広域指導について
期　間　2月4日（木）～5日（金）
時　間　10:00～12:00、13:00～16:00　
場　所　甲府市総合市民会館　３階大会議室　甲府市青沼 3-5-44

※受付の締め切りは、いずれも相談終了の30分前です。

公的年金等を受給されている方へ
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ公的年金等以外の所得金額が20万円以下である場合は
所得税の確定申告をする必要がありません。（住民税の申告は必要です）
　ただし、所得税の還付を受ける場合は、確定申告書を提出する必要があります。

●お問合せ／税務課  ℡（２８２）７３７９  

平成2７年分   所得税 確定申告について
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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Minamialps-City
     Information              Clip

　 　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　 　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
南
ア
ル
プ
ス
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」
を

発
行
し
、
市
内
全
戸
に
順
次
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
と
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
事
業

と
し
て
制
作
し
た
も
の
で
、
市
内
ガ
イ
ド
、
市
役
所
に
お

け
る
各
種
手
続
き
、
施
設
案
内
な
ど
の
行
政
情
報
や
生
活

ガ
イ
ド
、
企
業
広
告
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
わ
か
り

や
す
く
、利
便
性
を
高
め
る
冊
子
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
版
の
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
南
ア
ル
プ
ス
市
く
ら
し
の

便
利
帳
」を
発
行
し
ま
し
た

●
お
問
合
せ
／
秘
書
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
０
３
７　

平
成
27
年
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

　

昨
年
５
月
に
市
民
の
中
か
ら
１
，５
０
０
人
を
抽
出
し

て
実
施
し
た
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
市
の
施
策
や
事
務
事
業
の

進
捗
確
認
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

報
告
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.city.m

inam
i-alps.yam

anashi.jp/

　

shisei/sogokeikaku/shim
in-m
anzokudo

訪 

問 

先　

米
国
マ
ー
シ
ャ
ル
タ
ウ
ン
市

募
集
定
員　

10
名

訪
問
期
間　

７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬
（
約
10
日
間
）

＊
平
成
29
年
度
訪
問
団
来
市
時
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
な 

　

り
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
小
中
学
生

　
　
　
　
　
（
現
在
、
小
学
６
年
生
、
中
学
１
・
２
年
生
）

募
集
期
間　

２
月
22
日（
月
）
ま
で

※

訪
問
時
の
自
己
負
担
額
は
、
全
経
費
か
ら
市
の
補
助
金

　

10
万
円
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

　
（
参
考  

27
年
度
は
15
万
円
程
度
）

姉
妹
都
市
訪
問
団
員
募
集

●
お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
０
）
　
８
３
４
５

　
　
　
　
　
　

●
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
２
９
４

　
　
　
　
　
　

　

市
で
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
「
創
業
支
援

事
業
計
画
（
平
成
28
〜
31
年
度
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

商
工
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
内
で
創
業
す
る
方

を
支
援
し
ま
す
。

　
対　

象　

創
業
を
希
望
し
て
い
る
方
お
よ
び
創
業
後
５
年

　

未
満
の
方
。
市
な
ど
が
開
催
す
る
創
業
支
援
事
業
計
画

　

に
基
づ
く
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
、
市
か
ら
証
明
書
が
発

　

行
さ
れ
た
方
。

期　

間　

４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

※

商
工
会
で
は
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
関
係
支
援
機
関
と

　

連
携
し
て
創
業
実
現
ま
で
支
援
を
行
い
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ　

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
０
）
３
７
３
０

支
援
内
容

①
株
式
会
社
設
立
時
の
登
録
免
許
税
の
軽
減

市
内
創
業
者
支
援
事
業

　

資
本
金
の
０
・
７
％　

↓　

０
・
35
％

　

最
低
税
額　

15
万
円　

↓　

７
・
５
万
円

②
信
用
保
証
枠
の
拡
充

　

無
担
保
・
第
三
者
保
証
人
な
し
の
創
業
関
連
保
証
枠　

　

１
，０
０
０
万
円　

↓　

１
，５
０
０
万
円

③
創
業
関
連
保
証
の
申
込
期
間
の
特
例

　

創
業
２
ヵ
月
前　

↓　

６
ヵ
月
前

④
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
新
創
業
融
資
制
度
の
特
例

　

自
己
資
金
要
件
（
開
業
資
金
総
額
の
１
／
10
以
上
の
自

　

己
資
金
を
有
す
る
こ
と
）
を
満
た
す
も
の

 

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

創
業
に
必
要
な
経
営
、
財
務
、
人
材
育
成
、
販
路
開
拓

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
受
講
者
に
は
特
定
創
業
支
援
事
業
を
受
け
た
創

業
者
と
し
て
、
市
か
ら
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

開
催
講
座

〇
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル　

　

４
月
〜
３
月
開
催
予
定
（
全
14
回
）

　
（
株
）
山
梨
中
央
銀
行　

  

電
話
（
２
２
４
）
１
０
９
１

〇
起
業
家
養
成
セ
ミ
ナ
ー

　

８
月
開
催
予
定
（
全
４
回
）

　
（
公
財
）
や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構　

　

電
話
（
２
４
３
）
１
８
８
８

〇
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

　

６
月
〜
９
月
開
催
予
定
（
全
11
回
）

　

10
月
〜
１
月
開
催
予
定
（
全
11
回
）　

　

観
光
商
工
課　

                

電
話
（
２
８
２
）
６
２
９
４

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
０
７
３　
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     ■インフォメーション・クリップ       ■インフォメーション・クリップ  

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正
に
つ
い
て

●
お
問
合
せ
／
税
務
課　

電
話
（
２
８
２
）
　
７
３
７
９

　
　
　
　
　
　

【原動機付自転車、小型特殊自動車及び二輪車等】   
平成 28 年 4月 1日から新税率が適用されます。  

【軽四輪以上および軽三輪の軽自動車】 
平成27年４月１日から初度検査登録の年月により、旧税率、新税率、重課税率、グリーン化特例のいずれかの税率に
なります。 ＊初度検査登録とは、初めて車両番号の指定を受け検査登録することです。

（1）旧税率　　平成27年３月31日以前に、初度検査登録済みの車両で、初度検査から13 年を経過するまで適用されます。
（2）新税率　　平成27年４月１日以後に、初度検査登録した車両で、初度検査から13 年経過するまで適用されます。　

（3）重課税率　平成28年４月１日以後、初度検査登録年月から13年を経過した環境負荷の大きい自動車に対して、環境配慮型

　　　　　　　税制（新税率におおむね 20％の増額）が実施されます。

　　　　　　　平成14年12月31日以前に初度検査登録した車両が、平成 28 年度から重課税率の対象となります。

（4）グリーン化特例（軽課）※平成28年度のみ

　　　　　　　平成27年４月１日から平成28年３月31日までに新車新規登録をした、一定の環境性能を有する四輪車等（三輪

　　　　　　　以上の軽自動車）について、その燃費性能に応じ、税率を軽減する軽自動車税のグリーン化特例（軽課）が適用

　　　　　　　されます（各燃費基準達成状況は自動車検査証の摘要欄に記載されています）。 

　　　　　　　①～④は平成17年排ガス規制75％低減達成車に限ります。

旧税率 新税率

（平成27年度まで）（平成28年度から）

1,000円 2,000円 白

1,200円 2,000円 黄

1,600円 2,400円 桃

農耕作業用 1,600円 2,400円 緑

2,400円 3,600円 白

2,400円 3,600円 白

2輪の小型

自動車
4,000円 6,000円 白・緑枠

緑
以下　最高速度　15キロメートル/時　以下

軽自動車
2輪　125cc超～250cc　（側車付・被牽引車含む）

専ら雪上を走行するもの

250cc 超（側車付き含む）

5,900円

区　分 ナンバー

2,500円 3,700円 青
（車室を備え輪距0.5メートル以上、屋根付3輪を除く）

小型特殊

自動車

最高速度　35キロメートル/時　未満

特殊作業用
（フォークリフト

等）

長4.7メートル　幅1.7メートル　高2.8メートル
4,700円

原動機付

自転車

2輪　50cc 以下 （0.6キロワット）

2輪　50cc 超 ～ 90cc （0.6 ～ 0.8キロワット）

2輪　90cc超 ～ 125cc （0.8 ～ 1.0キロワット）

3輪以上　20cc超～50cc （0.25　～　0.6キロワット）

①H32年

度燃費基

準達成車

②H32年

度燃費基

準＋20％

達成車

電気自動

車等

（平成28年度から）

③H27年

度燃費基

準＋15％

達成車

④H27年

度燃費基

準＋35％

達成車

電気自動

車等

3,100円 3,900円 4,600円 3,000円 2,000円 1,000円 白

自家用 7,200円 10,800円 12,900円 8,100円 5,400円 2,700円 黄

営業用 5,500円 6,900円 8,200円 5,200円 3,500円 1,800円 黒

自家用 4,000円 5,000円 6,000円 3,800円 2,500円 1,300円 黄

営業用 3,000円 3,800円 4,500円 2,900円 1,900円 1,000円 黒

旧税率

（1）

新税率

（2）

グリーン化特例（４）

〈軽乗用車〉

〈軽貨物車〉

軽自動車

      ３ 輪

４輪以上
（６６０ｃｃ以

下）

乗用

貨物

区  分 ナンバー
重課税率

（3）



    ８

南アルプス市地域雇用創造協議会
●厚生労働省委託  実践型地域雇用創造事業●

　

南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、
平
成

25
年
度
よ
り
、
地
域
の
雇
用
状
況
改
善
の
た
め
、
求
職

者
や
創
業
予
定
者
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
、
市
の
魅
力
・
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
し
い

事
業
の
実
践
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
色
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
育
成
さ
れ
た
人
材
や
実
践
の

成
果
・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
雇
用
状
況
の
改
善
や
市
内
産
業

の
発
展
、
新
た
な
創
業
支
援
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
や
事
業
主
向
け

の
雇
用
拡
大
セ
ミ
ナ
ー
、
合
同
就
職
面
接
会
を
行
い
、

延
べ
１
０
８
名
の
就
業
と
７
名
の
新
規
創
業
が
実
現
し

ま
し
た
。

◆
完
熟
フ
ル
ー
ツ
ピ
ュ
ー
レ
開
発
事
業

　

市
内
で
は
年
間
を
通
し
て
多
様
な
果
樹
が
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
旬
の
期
間
が
短
く
通
年
で
の
使
用
が
困
難
な

こ
と
、Ｂ
級
品
と
な
っ
た
果
物
の
有
効
活
用
が
な
い
こ
と

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
数
種
の
果
実
を
活

用
し
、
ピ
ュ
ー
レ
や
派
生
品
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
業
者
に
よ
り
、
ピ
ュ
ー
レ
を
使
用
し
た
お
菓
子
や

デ
ザ
ー
ト
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

厚生労働省主催 成果物コンテスト1位
「完熟フルーツギモーヴ」
スモモやキウイ、柚子などのピューレを
使用しマシュマロのような食感で爽やか
なフルーツの味が楽しめるお菓子です。

◆
地
産
粉
そ
ば
開
発
事
業

　

遊
休
農
地（
芦
安
・
白
根
地
区
）を
活
用
し
、
市
の
新
た

な
特
産
品
と
し
て
地
産
粉
そ
ば
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

◆
養
蜂
事
業

　

果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
当
市
の
特
性
を
生
か
し
て
、
市
内

農
家
へ
受
粉
用
ミ
ツ
バ
チ
の
貸
出
を
行
い
、
ハ
チ
ミ
ツ
生

産
と
ミ
ツ
バ
チ
貸
与
の
両
面
か
ら
事
業
の
検
証
を
行
い
ま

し
た
。

◆
醸
造
用
ぶ
ど
う
栽
培
・
ワ
イ
ン
醸
造
事
業

　

遊
休
農
地
を
活
用
し
た
垣
根
栽
培
で
の
醸
造
用
ぶ
ど
う

栽
培
と
、
市
内
産
の
ワ
イ
ン
の
醸
造
を
行
い
ま
し
た
。

◆
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
事
業

　

果
樹
の
剪
定
枝
や
山
林
の
間
伐
材
等
を
木
質
ペ
レ
ッ
ト

に
加
工
し
、
自
然
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

◆
滞
在
型
観
光
プ
ラ
ン
開
発
事
業

　

櫛
形
山
・
伊
奈
ヶ
湖
を
中
心
と
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や

カ
ヌ
ー
等
の
新
し
い
観
光
プ
ラ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。

  

実
践
メ
ニ
ュ
ー
成
果
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
関
し
て
の
成
果
品
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
レ

シ
ピ
等
を
南
ア
ル
プ
ス
市
で
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
方
に

広
く
公
開
し
ま
す
。

開
催
日　

２
月
24
日（
水
）

時　

間　

10
時
〜
15
時　

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

申
込
・
お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
　

電
話
（
２
２
５
）
５
３
７
０

　
　
　
　
　
　
　
　

観
光
商
工
課電

話
（
２
８
２
）
６
２
９
４

地産粉そば開発事業醸造用ぶどう栽培・ワイン醸造事業人材育成セミナー（ネイチャーガイド）

　

つ
く
り
だ
す
。

　
　
　

  

つ
な
が
る
。
ひ
ろ
が
る
。
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1月6日

第14回南アルプス桃源郷マラソン大会事務所開所式

1月6日

交通安全祈願祭

　南アルプス警察署、交通安全協会、安全運転管理者協議会、
交通安全指導員等の皆さんが、小笠原地区にある笠屋神社で
交通安全祈願祭を行ないました。
　出席者は、昨年交通事故で亡くなった犠牲者に対し黙祷を
捧げ、交通事故のない安全・安心なまちづくりに向け気持ち
を引き締めるとともに、今年一年が安全な年となるよう願い
を込めて祈りを捧げました。

　　南アルプス桃源郷マラソン大会実行委員会は、大会
申込の受付開始にあわせ、市体育協会内に事務所を開設
しました。
　今大会は陸上女子1500ｍの日本記録保持者で、北京オ
リンピックの5000ｍに出場した、小林祐梨子さんをゲス
トランナーとして招き、参加者と一緒にコースを走って
いただきます。
　参加締切は２月19日（金）です。
　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

1月10日

南アルプス市消防団出初式

　新年恒例の南アルプス市消防団出初式が消防本部で行なわれ
ました。
　式典では前南アルプス市消防団八田分団の青木亮さん、清水
正哉さん、戸沢啓さんに消防庁長官報償（銀杯２号）の伝達を
行ったほか、消防活動に尽力した事業所１社と308人の団員が
各種表彰を受けました。
　また、地域に開かれた消防団を目指すため、会場には消防ポ
ンプ車やはしご車が展示され、親子連れで賑わっていました。



産
後
４
か
月
ま
で
の
母
と
子
を

支
援
し
ま
す

　

育
児
に
対
し
て
不
安
や
負
担
感
な
ど
が

あ
り
、家
族
な
ど
周
囲
か
ら
支
援
が
受
け
ら

れ
な
い
方
を
支
援
し
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
を
有
し
市
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
方
が
対
象
で
す
。　

日
帰
り
型
と
宿
泊
型

　

日
帰
り
型
産
後
ケ
ア
と
宿
泊
型
産
後
ケ

ア（
２
月
15
日
〜
）が
選
択
で
き
ま
す
。

●
お
母
さ
ん
の
心
身
の
状
況
を
み
な
が
ら
の  

　

母
体
ケ
ア

●
沐
浴
・
授
乳
・
抱
き
方
な
ど
の
育
児
指
導

●
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
の
機
会
の
提
供

●
子
育
て
支
援
情
報
の
提
供

場　

所　

　

健
康
科
学
大
学
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー 

　

笛
吹
市
石
和
町
窪
中
島
５
８
７
の
１
１
２

利
用
料
金　

　

日
帰
り
型（
10
時
〜
16
時
）

　
　
 

３
，０
０
０
円（
昼
食
代
別
途
）

　

宿
泊
型　

　
　

６
，１
０
０
円　

　
　

１
泊
２
食
付（
昼
食
代
別
途
）

申　

込　

　

健
康
増
進
課
ま
で　

　

妊
娠
中
か
ら
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
産
前
産
後
の
電
話
相
談

　

24
時
間
助
産
師
が
対
応
し
ま
す
。

　

妊
娠
中
や
出
産
後
の
心
身
の
こ
と
、３

歳
く
ら
い
ま
で
の
幼
児
の
育
児
に
関
す
る

悩
み
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

電
話（
２
６
９
）８
１
１
０
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お問合せ／健康増進課 TEL.284-6000　

産
後
ケ
ア
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

山
梨
県
と
県
内
市
町
村
の
連
携
に
よ
る
産
後
の
お
母
さ
ん
へ
の
新
し
い
支
援
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

医
療
的
な
処
置
を
必
要
と
し
な
い
お
母
さ
ん
と
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、母
体
の
ケ
ア

や
育
児
に
関
す
る
相
談
、沐
浴
や
授
乳
の
指
導
な
ど
、お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
図
り
な

が
ら
自
宅
で
楽
し
く
育
児
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。　

南アルプス完熟農園　営業停止のお知らせ

この度は６月のオープン以来、皆様にご愛顧頂いて参りましたが、

 諸般の事情により 2016 年１月 24 日を持ちまして業務を終了することとなりました。

皆様の温かいご厚情に心から感謝申し上げますと共に、

 突然の閉鎖でご迷惑をおかけしますことを深くお詫び申し上げます。

広報紙等でお知らせしました事業、イベントについても実施できませんのでご了承ください。



　今回で５回目となる、南アルプス市絵画コンクールの発表展です。
　市内在学の小学生～高校生より募集した絵画作品を展示します。
　募集テーマは一般部門が「南アルプス市に関すること」、ユネスコ
エコパーク部門が「ユネスコエコパークに関すること」となっています。
　春仙美術館には入賞作品および若草・櫛形・甲西地区の学校の
作品を、白根桃源美術館には八田・白根・芦安地区の学校の作品
を展示します。
　また、春仙美術館１階展示室には、当館所蔵の名取春仙の作品
を展示します。併せてご覧ください。

お問合せ／春仙美術館  TEL.282-6600  FAX.282-6601

第５回 南アルプス市絵画コンクール展  

『よるのとしょかんだいぼうけん 』   
作／村中李衣   絵／北村裕花
出版社／ＢＬ出版

       

 
新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　翻訳、創作、読み聞か
せ…。「子どもの本」の開
拓者、石井桃子のインタ
ビュー・講演・対談集。大
江健三郎、吉田洋一、吉
原幸子との対談などを収
録し、心をゆたかにする
本とのつきあいかたを伝
える。

　ぼくはぬいぐるみのくま
きち。とおるくんは、ぼくを
図書館のお泊まり会に
送り出した。その夜、あば
れぐまのジャンボンが本
から抜け出し…。本の住
人たちとのわくわく冒険
物語。

10:30～

14:00～

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010

白根桃源図書館  TEL.284-6010

わかくさ図書館  TEL.283-1501

甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00

　休館日／1・8･11・15・22・26・29日

芦安分館

TEL.282-7285
火・金のみ開館　13:00～17:00

櫛形図書館

TEL.280-3300

平日 9:30～19:00

土・日･祝日 9:30～17:00

休館日／1・8･12・15・22・26・29日

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

前期：２月２０日（土）～２８日（日）   後期：３月５日（土）～１３日（日）

開館時間／9:30～17:00
　　　　　（入館は16:30まで）   
入館料／無料　
休館日／月曜日、2月9日～19日
　　　　　　　 3月１日～４日

　月のイベントスケジュール
2日（火）櫛

6日（土）

毎週土曜日櫛

20日（土）13日（土）

19日（金）9日（火）

23日（火） 24日（水）

『子どもに歯ごたえのある本を 石井桃子談話集』 
著／石井桃子　出版社／河出書房新社　

11

17日（水）

●朗読会「おたのしみ処」

八

八

　「真田丸を語る」 14日（日） 14:00～
　講 師  平山優 氏 （NHK大河ドラマ「真田丸」の時代考証担当）
　場 所  櫛形生涯学習センター
　※要申込2月2日（火）から市内各図書館にて受付け開始（電話可）

●図書館教養講座

14:00～ 6日（土）

25日（木）

白

甲わ

白 わ 八

白根桃源美術館での展示の様子

春仙美術館での展示の様子

八

わ

27日（土）白甲

　「色画用紙でつくるお花のマグネット」 １９日（金） 10:00～
　※要申込2月2日（火）から市内図書館にて受付開始

●シニア講座

　「英語で遊ぼう！」      ６日（土） 10:30～
　

●外国語のおはなし会
わ



天
正
十
年（
１
５
８
２
）

　　
長
篠
の
戦
い
で
敗
れ
た
武
田
勝
頼
が
、体
制
を
立
て
直
す
た

め
韮
崎
市
七
里
ヶ
岩
の
上
に
新
し
い
府
中
で
あ
る
新
府
城
を

築
き
、甲
府
か
ら
拠
点
を
移
し
た
の
は
天
正
九
年
十
二
月
の
こ

と
で
し
た
。し
か
し
翌
年
の
一
月
末
に
は
、織
田
信
長
の
支
配

す
る
美
濃
と
の
国
境
を
守
る
木
曽
義
昌
が
反
旗
を
ひ
る
が
え

し
て
織
田
と
結
ぶ
と
、二
月
三
日
に
信
長
は
勝
頼
討
伐
を
決

定
し
ま
す
。そ
し
て
伊
那
・
飛
騨
か
ら
織
田
軍
、駿
河
か
ら
徳

川
軍
、伊
豆
、相
模
、上
野
か
ら
北
条
軍
の
侵
攻
が
始
ま
り
ま

す
。す
る
と
信
玄
の
娘
を
妻
と
し
て
い
る
親
族
衆
穴
山
梅
雪（
ば

い
せ
つ
）ま
で
も
が
徳
川
家
康
に
寝
返
る
な
ど
、武
田
軍
は
目
ぼ

し
い
抵
抗
も
で
き
な
い
ま
ま
総
崩
れ
と
な
り
ま
し
た
。勝
頼
は

三
月
三
日
に
は
完
成
し
た
ば
か
り
の
新
府
城
を
捨
て
て
、譜
代

（
ふ
だ
い
）の
家
臣
小
山
田
信
茂（
の
ぶ
し
げ
）の
薦
め
た
郡
内
の
岩

殿
城
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
時
付
き
従
う
家
臣
は

お
よ
そ
六
百
名
で
し
た
が
、郡
内
へ
向
か
う
途
中
に
も
多
く
が

離
反
し
、さ
ら
に
小
山
田
信
茂
ま
で
も
が
裏
切
っ
た
た
め
、一

行
は
笹
子
峠
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

三
月
十
一
日
、勝
頼
一
行
は
五
千
も
の
織
田
軍
に
現
在
の
甲

州
市
大
和
町
田
野
に
追
い
詰
め
ら
れ
ま
す
。数
万
の
軍
勢
を
動

か
し
て
き
た
武
田
家
も
こ
の
時
ま
で
勝
頼
に
従
っ
た
武
将
は
わ

ず
か
四
十
人
。そ
の
中
に
は
武
田
家
の
重
臣
で
、南
ア
ル
プ
ス

市
徳
永
の
長
盛
院
の
地
に
館
を
築
い
て
い
た
金
丸
筑
前
守（
か

ね
ま
る
ち
く
ぜ
ん
の
か
み
）の
３
人
の
息
子
た
ち
が
い
ま
し
た
。そ

の
う
ち
の
一
人
、五
男
の
土
屋
昌
恒（
ま
さ
つ
ね 

※
１
）は
、す
で
に

勝
敗
が
決
し
て
い
る
戦
い
の
中
で
大
軍
を
前
に
弓
で
奮
戦
し
、

最
後
ま
で
勝
頼
を
守
り
続
け
ま
し
た
。昌
恒
の
働
き
は
、戦
後

織
田
方
か
ら
も
賞
賛
さ
れ
、「
よ
き
武
者
数
多
を
射
倒
し
た
の

ち
に
追
腹
を
切
っ
て
果
て
、比
類
な
き
働
き
を
残
し
た
」と『
信

長
公
記
』に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

信
長
の
侵
攻
か
ら
わ
ず
か
一
ヵ
月
半
、勝
頼
は
自
害
し
、昌

　

※１　土屋惣蔵とも呼ばれる。田野合戦にて片手で多くの敵を斬り倒した「片手千人斬り」の伝説が後に創られた。

 
田野合戦

104

12

まさつね



※２　市内の武将で田野合戦まで勝頼に付き従った武将に跡部勝資がいる。
※３　『藩翰譜（はんかんふ）』より

伊能忠敬も
やって来た

真田昌幸も
荊沢付近に
住んでいた！

東山魁夷の
手紙初公開！

あんな人も！
驚きがいっぱい

 ふるさと文化伝承館エントランス展

南アルプス市を訪れた人々～風土をはぐくんだ風～
 夢窓国師、真田昌幸、伊能忠敬、石橋湛山、東山魁夷、大岡實など

 布教、戦、勉学、疎開、測量、文化財保護などさまざまな目的で市内を 

 訪れた人々の足跡をたどります。

 開催期間　５月11日まで　
 開館時間　９時30分～16時30分  木曜休館　 TEL.282-7408

上段：長盛院（右）と土塁（左）。下段：秋山昌人住職（右）、昭和40年代以前の土屋昌恒
の墓（左）。長盛院の境内はもともと武田家の重臣金丸氏が館を築いた地で、現在も西
側を守る土塁と堀跡が残る。境内崖下には金丸家、土屋家の墓地がある。館は武田家
滅亡時織田軍に焼き討ちされ消失。跡地に延宝五年（1677）長盛院が移設された。
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ま
も

柳
川

汗
水
を
流
し
手
に
し
た
今
の
椅
子
　
　
　
　
塩
沢  

進
（
落
合
）

強
情
を
張
っ
て
孤
独
に
な
る
恐
さ
　
　
　
　
込
山  

幸
江
（
西
南
湖
）

思
い
出
を
孫
と
綴
っ
た
一
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
河
野  

美
智
子
（
鮎
沢
）

名
を
成
す
も
出
会
い
強
運
あ
る
ら
し
い
　
　
小
田
嶋  

康
子
（
鮎
沢
）

思
い
や
る
心
広
げ
て
世
を
護
り
　
　
　
　
　
厚
芝  

房
雄
（
秋
山
）

母
一
人
水
が
合
う
よ
と
里
に
住
み
　
　
　
　
深
沢  

経
生
（
落
合
）

思
案
し
て
生
き
た
足
跡
今
が
あ
り
　
　
　
　
村
松  

文
男
（
東
南
湖
）

人
生
の
重
み
一
球
思
い
知
る
　
　
　
　
　
　
大
森  

一
男
（
鮎
沢
）

思
う
よ
に
な
ら
ぬ
世
間
に
添
っ
て
生
き
　
　
安
藤  

孝
（
鮎
沢
）

逆
風
に
耐
え
た
絆
は
ほ
ど
け
な
い
　
　
　
　
飯
窪  

純
雄
（
西
南
湖
）

思
案
よ
り
当
た
っ
て
見
れ
ば
開
く
運
　
　
　
河
野  

正
（
鮎
沢
）

恒
や
他
の
兄
弟
も
最
後
ま
で
武
田
家
と
命
運
を
と
も
に
し
ま

し
た（
※
２
）。

　天
正
十
七
年（
１
５
８
９
）

　
徳
川
家
康
は
鷹
狩
り
の
途
上
、静
岡
県
清
見
寺
を
訪
れ
ま

し
た
。そ
こ
で
一
人
の
子
供
と
出
会
い
ま
す
。そ
の
子
が
お
茶
を

出
す
姿
に
、家
康
は「
尋
常
の
者
な
ら
ず
、何
者
の
子
ぞ
」と
住

職
に
問
い
ま
し
た
。住
職
が
土
屋
昌
恒
の
子
と
伝
え
る
と
あ
の

忠
臣
昌
恒
の
子
か
と
い
た
く
納
得
し
、家
康
が
身
柄
を
引
き
取

る
こ
と
に
な
り
ま
す（
※
３
）。こ
の
男
児
は
後
に
土
屋
忠
直
と

名
の
り
徳
川
秀
忠
に
仕
え
、そ
の
後
千
葉
県
久
留
里（
く
る
り
）

藩
主
と
な
り
、子
孫
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

現
代

　
昌
恒
の
墓
が
建
立
さ
れ
た
長
盛
院
の
秋
山
住
職
に
よ
れ
ば
、

今
で
も
静
岡
や
茨
城
を
は
じ
め
全
国
か
ら
土
屋
氏
の
子
孫
の

方
々
や
昌
恒
公
に
つ
い
て
学
ぶ
学
生
が
来
ら
れ
、お
参
り
を
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。栄
枯
盛
衰
は
世
の
習
い
で
す
が
、身
命
を

賭
し
て
主
君
に
尽
く
し
た
人
の
物
語
は
、縁
と
な
っ
て
今
も
な

お
語
り
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

 
 

　
　
　
文
／
写
真  

文
化
財
課



総人口： 72,523人（-56）
-----------------------------
男　性： 35,765人（- 16）
女　性： 36,758人（- 40）
世　帯： 26,995世帯（± 0）
外国籍人口： 869人（-  7）

南アルプス広
報 No.155   平成28年2月1日発行

平成28年1月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所   〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376

TEL .055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）

ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL .282-5600　

芦安 TEL .282-5577

甲西 TEL .282-3120

白根 TEL .283-3000

若草 TEL .282-3100

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕  　●白根・芦安／チャンネル101 ６:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　 ●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います
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南
ア
ル
プ
ス
に
春
を
呼
ぶ

十
日
市
祭
典 

２
０
１
６

ＩＫＵＭＥＮ いくめん

山本 和弘さん、彩覇くん（４歳）、琳音ちゃん（２歳）　

２人の笑顔にいつも癒されています。
これからも２人の成長を楽しみながら、イケメン目指します！

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。   
詳しくは、みんなでまちづくり推進課まで。

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

父・政人　母・奈々
（曲輪田）

２年前の大雪の日に生まれた
卓誠くん。可愛い笑顔に皆が幸
せな気持ちになります。

父・諭史　母・友子
（加賀美）

鶴田 桃子ちゃん

（７ヵ月）

　 

ももこ

二人のお兄ちゃんが大好き！
大きな声でよく笑う我が家の
アイドルももちゃんです。

（吉田）

保坂 卓誠くん（１歳）
たくま

日　時　２月１０日（水）　９時３０分～１６時３０分
　　　　２月１１日（木）　９時～１６時３０分
場　所　旧南アルプス消防暑交差点から三田駐在所まで
　　　 （県道韮崎南アルプス中央線：約1.1km）

交通規制について　
　　　　2月10日（水）
　　　　①8:00～18:00　全面通行止め   ②18:00～翌日8:00
　　     ・甲西バイパスより旧南アルプス消防暑まで 西進一方通行
　　     ・甲西バイパスより三田駐在所まで 東進一方通行
           2月11日（木）祝日
　　　　8:00～19:00　全面通行止め
※周辺の交通規制に従ってください。
※完熟農園の駐車場も利用できます。

【お問合せ】 若草窓口サービスセンター　℡（282）3100   FAX（282）2900

かずひろ さいは り と



冬
に
な
る
と
家
の
周
り
で
「
チ
チ
チ
チ
チ
ィ
〜
」
と
け
た
た
ま
し
く
鳴
い
て
い
る
モ
ズ
。

ス
ズ
メ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
怪
傑
ゾ
ロ
の
よ
う
な
目
の
ま
わ
り
の
黒
い
模
様
が
目
印
。

漢
字
に
す
る
と
百
の
舌
を
持
つ
鳥
「
百
舌
鳥
」。

さ
ま
ざ
ま
な
鳴
き
方
を
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

小
さ
な
か
ら
だ
に
似
合
わ
ず
、
名
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
の
目
つ
き
や
口
ば
し
は
さ
す
が
に
す
る
ど
い
。

モ
ズ
の
「
は
や
に
え
」
は
有
名
で
、
狩
り
で
捕
ま
え
た
昆
虫
や
カ
エ
ル
を

バ
ラ
線
の
よ
う
な
と
が
っ
た
も
の
に
突
き
刺
す
習
性
が
あ
り
ま
す
。

冬
の
あ
い
だ
、
ご
近
所
で
け
た
た
ま
し
く
鳴
い
て
い
た
ら
、
そ
こ
は
き
っ
と
モ
ズ
の
な
わ
ば
り
。

く
れ
ぐ
れ
も
そ
の
な
わ
ば
り
に
入
ら
な
い
よ
う
に…

。

あ
な
た
も
は
や
に
え
の
餌
食
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

ち
い
さ
な
狩
人 

Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｕ

15

里

今
月
の
テ
ー
マ





平成28年

  

お
知
ら
せ   

 2月号

─１─

 

農
林
水
産
大
臣
表
彰

小
野　

和
美
（
寺
部
）

　

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
成
績
優
秀

　

調
査
員

　

経
歴
／
国
勢
調
査
（
３
回
）
、
経
済
セ
ン

　

サ
ス
（
３
回
）
な
ど　

計
18
回

 

山
梨
県
統
計
功
績
者
表
彰

深
澤　

ひ
ろ
子
（
吉
田
）

　

経
歴
／
国
勢
調
査
（
３
回
）
、
工
業
統
計

　

調
査
（
７
回
）
な
ど　

計
23
回

株
式
会
社
内
藤
電
誠
町
田
製
作
所
甲
府
工
場

（
下
市
之
瀬
）

　

統
計
業
務
推
進
協
力
事
業
所

　
善
意
を
あ
り
が
と
う

　

交
通
安
全
の
推
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

次
の
団
体
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

　

山
梨
事
業
所  

９
０
，９
９
８
円

お 

知 

ら 

せ

　

２
月
10
日（
水
）は

　

児
童
手
当
の
支
払
い
日
で
す

　

支
払
い
日
ま
で
に
支
払
通
知
書
を
発
送
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
、
通
帳
の
記
帳
等
を

し
て
金
額
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
振
込
み
が
完
了
す
る
時
間
は
、
金
融
機
関
に

　

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
７
２
９
３

　　

２
月
の
健
康
相
談
・

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　

２
月
３
日（
水
）
10
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

17
日（
水
）
24
日（
水
）

持
ち
物　

①
印
鑑  

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー 

　

ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
※
実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
必
ず
事
前 

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
、
後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　

査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
2
8
4
）
6
0
0
0

　

十
日
市
祭
典
交
通
規
制
に
伴
う

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
迂
回
運
行

　

２
月
10
日
・
11
日
は
「
十
日
市
祭
典
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
車
両
の
交
通
規
制
が
あ
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
南
コ
ー
ス
（
す
も
も
ラ
イ

ン
）
の
下
町
交
差
点⇔

南
ア
ル
プ
ス
I
C
西
交

差
点
間
を
終
日
迂
回
し
ま
す
。
オ
ギ
ノ
峡
西
店

お
よ
び
完
熟
農
園
入
口
バ
ス
停
は
通
過
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室

　

電
話
（
2
8
2
）
6
0
7
4

　

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
の
無
料
配
布

　

生
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

配
布
期
間　

２
月
１
日（
月
）
〜

※
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

配
布
場
所　

環
境
課

　
　
　
　
　

各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
環
境
課電

話
（
2
8
2
）
6
0
9
7

表
彰・
善
意

表
彰
・
優
勝 

（
敬
称
略
）

 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

サ
ン
ス
タ
ー
技
研
株
式
会
社

山
梨
工
場
（
宮
沢
）

　

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
お
け
る
成
績
優
秀

　

事
業
所

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

山
梨
事
業
所
（
吉
田
）

　

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
お
け
る
成
績
優
秀

　

事
業
所



  

お
知
ら
せ   

開
催
日　

２
月
27
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
乗
り
合
わ
せ
て
ご

　

来
場
く
だ
さ
い
。　

※
慰
霊
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
参
列
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※
参
列
予
定
者　

戦
没
者
遺
族
3
0
0
名

※
戦
没
者
数　

1,
9
8
1
名

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

電
話
（
2
8
2
）
7
2
2
3

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
「
設
置
調
査
・

　

指
導
」
実
施
の
お
知
ら
せ

　

消
防
本
部
で
は
、
２
月
上
旬
か
ら
３
月
上
旬

ま
で
一
部
の
地
区
に
お
い
て
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
調
査
お
よ
び
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

対
象
は
、
前
回
調
査
時
に
未
設
置
の
住
宅
で
す
。

調
査
方
法　

職
員
に
よ
る
電
話
確
認
、訪
問
調
査

※
消
防
職
員
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
は

　

し
ま
せ
ん
。
訪
問
販
売
に
は
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部  

予
防
課

電
話
（
2
8
2
）
7
2
1
9

　

農
地
中
間
管
理
事
業
を

　

活
用
し
ま
せ
ん
か

　

農
地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
新
し
い
仕
組

み
で
す
。
公
的
機
関
の
制
度
な
の
で
安
心
で
す
。

農
業
の
リ
タ
イ
ア
を
考
え
て
い
る
方
、
相
続
さ

れ
る
方
は
家
族
で
話
し
合
い
、
早
め
の
対
策
を

考
え
ま
し
ょ
う
。　

─２─

　

山
梨
県
農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、
新
規
就

農
者
や
規
模
拡
大
希
望
者
か
ら
借
入
要
望
の
多

い
、
次
の
よ
う
な
農
地
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
以
降
、
耕
作
す
る
予
定
の
無
い

〇
果
樹
の
成
園

〇
ブ
ド
ウ
棚

〇
雨
よ
け
ハ
ウ
ス

〇
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

　

こ
の
よ
う
な
、
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

耕
作
放
棄
地
に
な
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
J
A
こ
ま
野
本
所  

営
農
指
導
課

電
話
（
2
8
３
）
7
１
３
４

　

農
業
振
興
課  

農
政
計
画
担
当　

電
話
（
2
8
2
）
6
2
0
7

募  

　  

集　

　　

第
45
回 

信
玄
公
祭
り

 

「
大
井
夫
人
隊
」
参
加
者
募
集

　

世
界
一
の
武
者
行
列「
信
玄
公
祭
り
」
に
大
井

夫
人
隊
と
し
て
出
陣
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
方
は
先
行
し
て
募
集
し
ま
す
。

開
催
日　

４
月
９
日
（
土
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
20
時
（
予
定
）

参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
用
意
し
ま
す
）

集
合
場
所　

甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

資　

格　

中
学
生
以
上
で
、
着
物
や
鎧
を
着
て

　

2
K
m
程
度
歩
け
る
方

定　

員　

大
井
夫
人　

1
名
（
女
性
）

　
　
　
　

侍
大
将　
　

1
名

　
　
　
　

侍　
　
　
　

 
14
名

　
　
　
　

侍　

女　
　 

18
名
（
女
性
）

応
募
方
法　

電
話
受
付
で
先
着
順
と
し
ま
す
。

　

先
行
募
集
（
市
内
在
住
者
の
み
）

　

２
月
３
日（
水
）
8
時
30
分
〜

※
募
集
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
２
月
23
日 

　
（
火
）か
ら
市
内
外
問
わ
ず
一
般
募
集
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

　

電
話
（
2
8
2
）
6
2
9
4

　

第
45
回  

信
玄
公
祭
り

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

【
会
場
整
理
・
誘
導
】

日　

時　

４
月
９
日（
土
）
14
時
30
分
〜
20
時

定　

員　

70
名

【
甲
州
軍
団
出
陣
運
行
補
助
】

日　

時　

４
月
９
日（
土
）
14
時
〜
16
時
30
分

定　

員　

20
名

【
祭
り
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

日　

時　

４
月
８
日（
金
）
15
時
〜
18
時

　
　
　
　

４
月
９
日（
土
）
10
時
〜
17
時

定　

員　

15
名

【
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

日　

時　

４
月
９
日（
土
）
14
時
〜
19
時
30
分

定　

員　

10
名

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方

※
当
日
は
日
当
（
食
事
券
）
と
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ

　

ン
パ
ー
を
支
給
し
ま
す
。

　
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

　

ル
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

　

番
号
・
希
望
す
る
業
務
（
祭
り
案
内
業
務
は

　

希
望
す
る
日
）・
過
去
の
経
験
の
有
無
を
明

　

記
の
上
、
〒
４
０
０
―
８
５
０
１　

甲
府
市

　

丸
の
内
１
の
６
の
１　

信
玄
公
祭
り
実
行
委

　

員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
ま
で
送
付
。

 

募  

集

　

献
血
に
ご
協
力
を

　

患
者
さ
ん
の
輸
血
の
安
全
性
を
よ
り
高
め
る

た
め
、
4
0
0
m
l
献
血
の
推
進
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　

２
月
12
日（
金
）

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場

時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０

　  

平
成
28
年
度 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

  

入
会
申
請
は
お
済
で
す
か
？

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
４
月
よ
り
利
用
さ
れ

る
方
は
、
左
記
の
期
限
内
に
入
会
申
請
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請

は
、
５
月
以
降
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
、
年

度
末
で
全
員
退
会
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
申
請
書
等
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限　

２
月
19
日（
金
）

提
出
場
所　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話
（
2
8
2
）
7
2
9
3

　

戦
没
者
慰
霊
祭

　

大
戦
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
南
ア
ル
プ
ス

市
出
身
の
方
々
の
霊
を
慰
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
家
族
を
癒
し
、
平
和
の
大
切
さ
を
市
民
と
共

有
す
る
た
め
に
戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　



〇
教
育
活
動
推
進
員

　

学
習
支
援
の
ほ
か
、
遊
び
や
運
動
、
工
作
等

　

の
指
導
を
担
当

〇
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

　

安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
子
ど
も
達
の
見

　

守
り
、
準
備
や
片
付
け
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
当

※
資
格
問
わ
ず
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

   

親
子
手
作
り
水
餃
子
教
室
参
加
者
募
集

開
催
日　

２
月
20
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

高
度
農
業
情
報
セ
ン
タ
ー

定　

員　

小
学
生
親
子
12
組

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
費　

親
子　

５
0
0
円
（
会
員
）

　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
円
（
一
般
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
国
際
交
流
協
会　

電
話
（
２
８
０
）
８
３
４
５

　　

英
会
話
教
室
参
加
者
募
集

　

「
楽
し
く
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
初
級
教
室
で
す
。

開
催
日　

2
月
23
日（
火
）　

　
　
　
　

3
月
8
日
（
火
）、
22
日（
火
）

時　

間　

19
時
30
分
〜
21
時

場　

所　

消
防
本
部
２
階  

会
議
室

定　

員　

20
名

参
加
費　

５
0
0
円
（
会
員
）

　
　
　
　

７
0
0
円
（
一
般
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
国
際
交
流
協
会　

電
話
（
２
８
０
）
８
３
４
５

─３─

 

募  

集

報　

償　

勤
務
時
間
に
応
じ
て　

8
5
0
円
／
時

定　

員　

１
名

締　

切　

２
月
16
日（
火
）
ま
で
に
、
履
歴
書
、

　

経
歴
書
、
応
募
理
由
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

 

電
話
（
2
8
2
）
7
3
2
５

　

櫛
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ー
ル

　

夜
間
受
付
員
・
監
視
員
募
集

定　

員　

若
干
名

応
募
資
格　

年
齢
60
歳
ま
で  

要
普
通
免
許

　

１
日
５
時
間
前
後
勤
務
で
き
る
方

申
込
・
お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
体
育
協
会

電
話
（
2
3
6
）
8
5
5
5

　

三
郡
衛
生
組
合
「
三
郡
ク
リ
ー
ン

　

セ
ン
タ
ー
」
臨
時
職
員
募
集

募
集
人
員　

１
名　

内　

容　

し
尿
処
理
施
設
業
務　

お
問
合
せ
／
三
郡
衛
生
組
合

電
話
（
2
8
4
）
0
4
3
2

　
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

　

運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

放
課
後
に
児
童
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
活
動
拠
点
と
し
て
、
児
童
館
等
を
中
心

に
小
学
校
区
ご
と
に
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く

り
を
更
に
進
め
る
た
め
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
募
集

に
つ
い
て

職
種
お
よ
び
募
集
人
員　

〇
支
援
員
、
支
援
員
補
助　

若
干
名

応
募
資
格　

　

支
援
員　

保
育
士
・
教
諭
・
児
童
厚
生
員
の

　
　
　
　
　

い
ず
れ
か
の
資
格
保
有

　

支
援
員
補
助　

資
格
問
わ
ず

　

い
ず
れ
も
年
齢
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方
。

勤
務
地　

市
内
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

締　

切　

２
月
12
日（
金
）

そ
の
他　

書
類
選
考
後
に
面
接

※
履
歴
書
お
よ
び
資
格
の
わ
か
る
書
類
の
写
し

　

を
子
育
て
支
援
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課 

電
話
（
2
8
２
）
7
2
９
３

 

「
市
民
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

  

イ
ン
タ
ー
ン
候
補
の
募
集

　

市
民
活
動
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

「
市
民
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
設
置
を
目

的
に
人
材
育
成
を
行
い
ま
す
。
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
や
経
験
を
積
ん
で

頂
き
ま
す
。
内
容
は
、
市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
運
営
や
活
動
、
団
体
設
立
、
団
体
や
機

関
と
の
連
携
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
運
営
な
ど
の
支
援
業
務
で
す
。

 

募
集
概
要

　
募　

集　

イ
ン
タ
ー
ン
候
補
（
平
成
28
年
４
月

　

〜
平
成
29
年
3
月
）
週
３
〜
５
日
程
度
（
火

　

〜
土
）
。
9
時
〜
16
時
（
相
談
）
そ
の
他
、
休

　

日
や
夜
間
等
の
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
応

※
３
月
10
日
（
木
）
必
着

Ｅ
メ
ー
ル

m
-m
aruyam

a@
yam

akan
-sk.jp

申
込
・
お
問
合
せ
／
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

　

電
話
（
２
３
１
）
２
７
２
２

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
２
１
）
３
０
４
０

 

平
成
28
年
度「
統
計
の
日
」の
ポ
ス
タ
ー
に

 

使
用
す
る
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

　
「
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

小
学
生
〜
一
般

募
集
期
間　

２
月
１
日（
月
）〜
３
月
31
日（
木
）

応
募
方
法　

メ
ー
ル
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
募
集
チ
ラ
シ
、
応
募
用
紙
は
政
策
推
進
課
、

　

各
支
所
窓
口
に
て
配
布
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
総
務
省
政
策
統
括
官
付

　

統
計
企
画
管
理
室
普
及
指
導
担
当

　

E
メ
ー
ル  touke

inohi@
soum

u.go.jp

電
話  

０
３
（
５
２
７
３
）
１
１
４
４

フ
ァ
ッ
ク
ス  

０
３
（
５
２
７
３
）
１
１
８
１

　

４
月
採
用
予
定　

市
嘱
託
職
員
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
種
お
よ
び
募
集
人
員
等

〇
保
育
士　

若
干
名

〇
保
健
師
ま
た
は
看
護
師　

１
名

〇
司
書　

１
名

募
集
期
間　

2
月
1
日（
月
）〜
15
日（
月
）

試 

験 

日　

2
月
26
日（
金
）に
実
施
予
定

※
募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
2
月
1
日（
月
）

　

か
ら
総
務
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
総
務
人
事
課　

　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
８
４



─４─

無
料
相
談 

 　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　

年
金
相
談
会

開
催
日　

２
月
18
日（
木
）

時　

間　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所
東
別
館
２
階  

第
１
会
議
室

持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、

　
　
　
　

ね
ん
き
ん
特
別
便
ま
た
は
定
期
便

お
問
合
せ
／
竜
王
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
７
８
）
１
１
０
０

時　

間　

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

 

不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

開
催
日　

２
月
17
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 

行
政
相
談

開
催
日　

２
月
12
日（
金
）

場　

所　

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

開
催
日　

２
月
19
日（
金
）

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

時　

間　

両
日
と
も 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

 
無
料
法
律
相
談

●
司
法
書
士
会
（
予
約
優
先 

1
人
50
分
）

要　

件　

市
内
在
住

開
催
日　

２
月
13
日（
土
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
弁
護
士
会
（
予
約
制 
１
人
30
分
）

要　

件　

市
内
在
住
、
予
約
年
１
回
ま
で

開
催
日　

２
月
26
日（
金
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話
（
2
8
2
）
6
4
9
3

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
8
2
）
6
4
4
9

　　

認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談
会

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　

毎
週
水
曜
日

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

介
護
福
祉
課 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※
相
談
日
以
外
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
３
９

 

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　

２
月
20
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会　

名
取

　
　

電
話  

０
８
０
（
１
０
９
１
）
８
８
４
１

 

募  

集

　
「
精
神
障
害
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

　

参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
知

っ
て
ほ
し
く
、
学
習
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

開
催
日　

3
月
2
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー　

申
込・お
問
合
せ
／
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
７
８
０

  

第
28
回  

県
ス
ポ
ー
ツ
・

  

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭 

参
加
者
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
は
参
加

者
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
個
人
・
グ
ル
ー
プ
、
初
心
者
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日　

5
月
14
日（
土
） 

15
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

21
日（
土
） 

22
日（
日
）

種　

目　

21
種
目

締　

切　

3
月
11
日（
金
）

※
詳
細
は
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
体
育
協
会

電
話
（
2
3
6
）
8
5
5
5

　
無 

料 

相 

談

　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　

各
種
相
談
会

 

消
費
者
生
活
相
談 

開
催
日　

毎
週
火
･
木
曜
日
（
除
祝
日
）

　　

営
農
相
談
会
（
要
予
約
）

　

J
A
こ
ま
野
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
中
北
農
務

事
務
所
が
合
同
で
営
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

２
月
14
日（
日
）

時　

間　

9
時
〜
12
時

場　

所　

J
A
こ
ま
野
本
所  

１
F

内　

容　

○
営
農
に
関
す
る
相
談
（
規
模
拡
大
。
新
品
目

　

に
取
組
み
た
い  

な
ど
）　

○
就
農
に
関
す
る
相
談
（
農
地
の
確
保
。
栽
培

　

技
術
の
習
得
に
つ
い
て  

な
ど
）

○
そ
の
他
（
農
地
を
貸
し
た
い  

な
ど
）

※
２
月
10
日（
水
）ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
員　

J
A
こ
ま
野
営
農
指
導
課
、
市
農
業 

　

振
興
課
、
中
北
農
務
事
務
所

申
込
・
お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課

電
話
（
2
８
２
）
６
２
０
７

　

J
A
こ
ま
野  

営
農
指
導
課

電
話
（
2
８
3
）
7
1
3
4

  

成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、
精
神
障
害
、

知
的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
が
、
財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な

契
約
等
を
行
う
と
き
に
、
判
断
が
む
ず
か
し
く

不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防
ぎ
、
権
利
と
財
産

を
守
り
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　

3
月
1
日（
火
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

相
談
員　

社
会
福
祉
士

申
込
・
お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
2
8
3
）
8
7
2
2

　

春
の
「
き
こ
え
」と
「
こ
と
ば
」の

　

相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の
こ
と
で

不
安
が
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

開
催
日　

３
月
13
日（
日
）、
14
日（
月
）

時　

間　

９
時
〜
17
時



─５─

イ
ベ
ン
ト  

場　

所　

県
立
ろ
う
学
校

対　

象　

０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

内　

容 
「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
関
す
る
悩
み

　

育
児・
教
育
相
談
、
聴
力
測
定
、
補
聴
器
相
談

申　

込　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
事
前
予
約　

締　

切　

３
月
９
日（
水
）
15
時　
　

申
込
・
お
問
合
せ
／
ろ
う
学
校

 

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
手
塚　 

電
話  

０
５
５
3
（
2
2
）
1
3
7
8

フ
ァ
ッ
ク
ス  

0
5
5
3
（
２
２
）
６
４
１
９

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

　

生
涯
学
習
講
座

受
付
期
間　

２
月
１
日（
月
）〜
９
日（
火
）

　

な
お
、
申
し
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
受

付
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
付
け
ま
す
。

 

①
「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
で

      

オ
リ
ジ
ナ
ル
器
作
り
教
室
」

 

白
磁
の
器
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
な
た
だ
け
の
作

品
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

２
月
23
日（
火
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

1,
0
０
０
円
（
材
料
代
込
）

定　

員　

10
名

 

②
特
別
観
望
日
「
木
星
と
り
ゅ
う
こ
つ
座

    

カ
ノ
ー
プ
ス
を
観
る
会
」

　

カ
ノ
ー
プ
ス
は
中
国
の
伝
説
で
寿
老
人
の
星
、

〝
南
極
老
人
星
〞と
言
わ
れ
、こ
の
星
を
見
た
も
の

は
長
寿
に
な
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

開
催
日　

2
月
27
日（
土
）　

時　

間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

場　

所　

ふ
る
さ
と
天
文
館

受
講
料　

1
０
０
円
（
子
ど
も
無
料
）

定　

員　

20
名

 

③
「
卒
業
式
、
入
学
式
で
の

　
　

写
真
の
撮
り
方
講
座
」

　

人
物
を
撮
る
と
き
の
基
本
か
ら
、
実
技
を
ふ

ま
え
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

開
催
日　

2
月
28
日（
日
）　

時　

間　

13
時
〜
15
時

場　

所　

甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

1
０
０
円

定　

員　

20
名

※
各
講
座
と
も
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と 

　

な
り
ま
す
。

※
定
員
以
下
の
場
合
は
開
講
で
き
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

※
講
座
の
詳
細
は
、
各
施
設
の
生
涯
学
習
講
座  

　
「
冬
の
講
座
」
の
チ
ラ
シ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
４
２
７

　

市
立
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

  

市
立
児
童
館
の
幼
児
教
室

　

４
月
か
ら
１
年
を
通
し
て
、
手
遊
び
・
読
み
聞

か
せ
・
工
作
・
運
動
な
ど
の
幼
児
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

開
催
日

〇
八
田
児
童
館毎

月
第
１
・
３
金
曜
日
（
２
歳
児
）

〇
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

　
　
　
　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
（
２
歳
児
）

〇
お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館

　
　
　
　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
（
１
歳
児
）

〇
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
（
１
歳
児
）

　
　
　
　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
（
２
歳
児
）

〇
白
根
児
童
館

　
　
　
　

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
（
１
歳
児
）

〇
甲
西
児
童
館

　
　
　
　

毎
月
第
１
．
３
金
曜
日
（
１
歳
児
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
（
約
60
分
）

参
加
費　

１
組　

1,
0
0
0
円
（
年
間
）

対　

象　

市
内
在
住
の
１
、
２
歳
児
と
保
護
者

定　

員　

各
20
組
（
先
着
順
）

※
お
お
ケ
ヤ
キ
は
15
組

申　

込　

各
児
童
館
に
直
接
申
込
み

受　

付　

２
月
３
日（
水
）
10
時
〜

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

八
田
児
童
館　

  

電
話
（
2
8
5
）
0
0
4
2

　

若
草
な
か
よ
し
児
童
館　

電
話
（
2
8
3
）
5
3
4
4

　

お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館　
　

電
話
（
2
8
4
）
7
4
5
5

　

青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー　

電
話
（
2
8
2
）
7
3
2
4

　

白
根
児
童
館     

電
話
（
2
8
2
）
7
4
6
1

　

甲
西
児
童
館  　

電
話
（
2
8
2
）
7
3
5
6

無
料
相
談 

　

な
か
よ
し
児
童
館
・
２
月
24
日（
水
）

　

お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館
・
２
月
17
日（
水
）

　

青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー
・
３
月
２
日（
水
）

時　

間　

15
時
30
分
〜
16
時
30
分

対　

象　

小
学
生
（
定
員
各
20
名
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
各
児
童
館

 

親
子
工
作
〝
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ソ
ー
プ
作
り
〞

開
催
日　

２
月
23
日（
火
）
24
日（
水
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

若
草
な
か
よ
し
児
童
館

参
加
費　

2
5
0
円
（
組
）

対　

象　

幼
児
親
子
（
定
員
各
５
組
）

申　

込　

２
月
２
日（
火
）〜

申
込
・
お
問
合
せ
／
な
か
よ
し
児
童
館

　
　
　
　
　
　

電
話
（
2
8
3
）
5
3
4
4

　

県
民
の
森  

森
林
科
学
館
教
室
案
内

 

巣
箱
を
作
ろ
う　

開
催
日　

２
月
20
日（
土
）

時　

間　

９
時
〜
12
時

場　

所　

県
民
の
森
森
林
科
学
館

定　

員　

15
名
（
電
話
に
て
受
付
）

参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
代
）

 

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

開
催
日　

２
月
27
日（
土
） 

雨
天
中
止

時　

間　

９
時
〜
10
時
30
分

場　

所　

県
民
の
森

定　

員　

な
し
（
電
話
に
て
受
付
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

双
眼
鏡
（
貸
出
も
あ
り
ま
す
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
森
林
科
学
館

電
話
（
2
8
3
）
5
7
1
8

  

小
学
生
リ
ト
ミ
ッ
ク

 

〝
ゲ
ー
ム
感
覚
で
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
〞

開
催
日　



イ
ベ
ン
ト  

─６─

 　

第
9
回
や
ま
な
し
農
村
風
景

　

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
写
真
展

　
「
つ
な
げ
よ
う
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
の
ち
か
ら
」

が
テ
ー
マ
の
美
し
い
農
村
景
観
の
写
真
展
で
す
。

開
催
日　

２
月
１
日（
月
）〜
29
日（
月
）

時　

間　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祭
日
除
く
）

場　

所　

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
農
林
土
木
課

電
話
（
２
８
２
）
６
２
５
９

　

安
藤
家
住
宅  

雛
祭
り

　

江
戸
か
ら
昭
和
の
彩
り
豊
か
な
雛
飾
り
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

開
催
日　

2
月
4
日（
木
）〜
4
月
4
日（
月
）

時　

間　

9
時
〜
16
時
30
分（
入
館
16
時
ま
で
）

場　

所　

重
要
文
化
財
安
藤
家
住
宅

入
館
料　

大
人
3
0
0
円　

小
中
高
生
1
0
0
円

※
火
曜
日
休
館

お
問
合
せ
／
文
化
財
課

　
電
話
（
2
8
2
）
7
2
6
9

　

安
藤
家
住
宅　

 

電
話
（
2
8
4
）
4
4
4
8

 

【
無
料
】ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

開
催
日　

２
月
18
日（
木
） 

25
日（
木
）

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
2
8
2
）
7
7
7
8

　　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

 

第
８
回  
さ
ら
り
と
音
楽
談
義

 

〜
楽
器
の
歴
史
〜

　

市
内
在
住
の
音
楽
家
藤
原
義
章
さ
ん
（
指
揮
、

ヴ
ィ
オ
ラ
）
が「
音
楽
は
森
羅
万
象
に
通
じ
る
」

を
テ
ー
マ
に
展
開
す
る
気
楽
な
音
楽
談
話
会
で

す
。
２
月
の
テ
ー
マ
は
「
楽
器
の
歴
史
」
で
す
。

開
催
日　

２
月
16
日（
火
）

時　

間　

19
時
〜

会　

費　

5
0
0
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

内　

容　

音
楽
演
奏
・
談
話
会
・
喫
茶

主　

催　

さ
と
や
ま
・
ダ
モ
ー
レ

 

第
22
回  

と
き
ど
き
カ
フ
ェ

 

〜
あ
の
「
ボ
ロ
電
」
の
お
話
し
〜

　

甲
府
と
峡
西
・
峡
南
地
域
を
結
び
昭
和
37
年

ま
で
運
行
し
て
い
た
山
梨
交
通
電
車
、通
称
「
ボ

ロ
電
」
に
つ
い
て
、
山
梨
大
学
の
石
井
先
生
と

お
話
し
し
ま
す
。

開
催
日　

２
月
24
日（
水
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

内　

容　

談
話
会
、
資
料
の
ス
ラ
イ
ド
展
示
等

 

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
実
行
委
員
会

　

3
月
13
日（
日
）
に
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
る
「
市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

６
」
の
第
２
回
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日　

2
月
26
日（
金
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

内　

容　

準
備
・
打
合
せ
な
ど

※
場
所
は
す
べ
て
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

電
話
（
2
8
2
）
7
3
2
5

　
   

や
ま
び
こ
の
会  

介
護
者
の
つ
ど
い

 　
「
南
プ
ス
カ
フ
ェ
」

開
催
日　

２
月
12
日（
金
）

時　

間　

11
時
30
分
〜
14
時
30
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

あ
っ
た
か
コ
ン
サ
ー
ト
、
会
食

申　

込　

介
護
福
祉
課
、
や
ま
び
こ
の
会
に
電

　

話
に
て
申
込
み
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会  

名
取

　
　
　

電
話 

０
８
０
（
１
０
９
１
）
８
８
４
１

　

介
護
福
祉
課  

介
護
予
防
担
当　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
３
９

　

映
画
上
映
会
「
い
の
ち
の
コ
ー
ル

　

  

〜
ミ
セ
ス
イ
ン
ガ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
〜
」

開
催
日　

２
月
13
日（
土
）

時　

間　

開
演
14
時
30
分
（
開
場
14
時
）

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定　

員　

先
着
3
5
0
名
（
入
場
無
料
）

申　

込　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

※
代
表
者
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
明
記

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

　

電
話
（
2
8
4
）
6
0
0
0

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
8
4
）
6
0
1
9

　

Ｅ
メ
ー
ル

kenko@
city.m

inam
i-alps.lg.jp

　

自
分
も
家
族
も
生
き
残
る
…

　

疑
似
体
験
型
防
災
キ
ャ
ン
プ

 

も
し
も
外
出
中
に
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
…
避
難

グ
ッ
ズ
や
こ
こ
ろ
の
準
備
は
出
来
て
い
ま
す
か
。

集
団
で
の
食
事
や
雰
囲
気
に
慣
れ
る
こ
と
も
防

　

災
教
育
の
ひ
と
つ
で
す
。
非
常
時
の
衣
食
住
確

保
の
仕
方
を
避
難
所
で
過
ご
す
中
で
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

2
月
13
日（
土
） 

13
時
30
分
〜

　
　
　
　

2
月
14
日（
日
） 

10
時　

解
散

場　

所　

働
く
婦
人
の
家

内　

容　

救
命
救
急
法
の
実
習
、
車
中
用
防
災

　

グ
ッ
ズ
・
非
常
用
お
楽
し
み
グ
ッ
ズ
の
作
り

　

方
、
か
ま
ど
で
作
る
ビ
ニ
ー
ル
炊
飯
食
、
非

　

常
時
の
心
の
ケ
ア

参
加
費　

1
家
族  

1,
5
0
0
円

　
　
　

 

（
日
帰
り  

1,
0
0
0
円
）

※
食
事
２
回
、
救
命
救
急
法
の
託
児
代
を
含
み

　

ま
す
。

持
ち
物　

家
族
の
写
真
・
お
泊
り
グ
ッ
ズ
・
牛
乳

　

パ
ッ
ク
・
避
難
袋（
あ
る
人
）

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

N
P
O
法
人
あ
ん
ふ
ぁ
ん
ね
っ
と

 

電
話
（
2
6
9
）
7
5
6
8

　

防
災
危
機
管
理
室電

話
（
2
8
2
）
6
4
9
4

　

子
ど
も
映
画
会

開
催
日　

２
月
７
日（
日
）

時　

間　

14
時
〜
15
時

題　

名　
「
ム
ー
ミ
ン
」
魔
法
の
巻

　
　
　
　

パ
ペ
ッ
ト
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画　

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申　

込　

不
要
（
参
加
無
料
）　

お
問
合
せ
／
櫛
形
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
０
）
３
３
０
０

　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
２
８
６



─7─

イ
ベ
ン
ト  

  
南
ア
ル
プ
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

人
口
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
地
域

や
家
庭
、
職
場
で
取
り
組
め
る
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

２
月
20
日（
土
）

時　

間　

13
時
（
受
付
開
始
）

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

雨
鳴
太
鼓

記
念
行
事　

東
京
未
来
大
学
教
授 

石
阪 
督
規 
氏  

　

講
演　

〜
地
域
活
動
で
求
め
ら
れ
る
新
た
な

　

視
点
と
実
践
力
〜

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話
（
2
8
2
）
６
４
９
３

  

新
春
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

開
催
日　

２
月
21
日（
日
）

時　

間　

９
時
〜
13
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

参
加
費　

1
人  

５
０
０
円

対　

象　

高
校
生
以
上
誰
で
も
参
加
可
能

申
込
・
お
問
合
せ
／
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会  

辻

電
話  

０
８
０
（
５
３
７
３
）
４
７
９
８

   

木
版
画
実
技
講
座

　

数
枚
の
版
木
を
作
り
、
摺
り
重
ね
て
ひ
と
つ

の
作
品
に
仕
上
げ
る
「
多
版
多
色
摺
り
版
画
」

を
制
作
し
ま
す
。

開
催
日　

２
月
27
日（
土
）・
３
月
５
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
16
時
（
昼
食
は
各
自
用
意
）

場　

所　

春
仙
美
術
館

参
加
費　

１,
０
０
０
円

講　

師　

雨
宮
千
鶴
（
版
画
家
）

対　

象　

両
日
参
加
で
き
る
中
学
生
以
上
の
方

定　

員　

16
名
（
要
申
込
・
先
着
順
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
春
仙
美
術
館

電
話
（
2
8
2
）
6
6
0
0

 

消
費
生
活
に
関
す
る
事
例
研
修
講
座

　

近
年
、
悪
質
詐
欺
な
ど
に
よ
る
消
費
者
の
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
の
被
害
を
無
く
し
て
い
く
た
め
に
、

振
り
込
め
詐
欺
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す

る
被
害
事
例
を
学
び
、
消
費
生
活
に
関
す
る
知

識
を
深
め
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

２
月
23
日（
火
）

時　

間　

14
時
〜
15
時
30
分

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

定　

員　

50
名
程
度
（
先
着
順
）

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話
（
2
８
２
）
６
４
９
３

　

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
た
め
に

　

〜
知
っ
て
お
き
た
い
！

　
「
年
金
」「
相
続
」の
は
な
し

開
催
日　 

２
月
27
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

八
田
ふ
れ
あ
い
情
報
館

参
加
費　

無
料
（
要
申
込
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
各
市
立
図
書
館

※
市
立
図
書
館
の
電
話
番
号
は
、
本
誌
11
ペ
ー
ジ

 

「
図
書
館
だ
よ
り
」
参
照
。

 

「
ず
っ
と 

い
っ
し
ょ
」
無
料
上
映
会

　

一
昨
年
大
感
動
を
呼
ん
だ
「
う
ま
れ
る
」
の

監
督
と
メ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
再
結
集
し
て
、
笑  

え
て
泣
け
る
感
動
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
ず
っ
と  

い
っ
し
ょ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

全
て
の
い
の
ち
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ご

家
族
で
鑑
賞
し
、
一
緒
に
新
た
な
い
の
ち
の
物

語
の
感
動
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

２
月
28
日（
日
）

時　

間　

①
10
時
〜　

マ
マ
タ
イ
ム

　
　
　

 

（
小
さ
い
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
鑑
賞
）

　
　
　
　

②
13
時
30
分
〜　
一
般

　
　
　
　

託
児
有
（
先
着
20
名
）
５
０
０
円

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定　

員　

各
回  

１
５
０
名
（
要
チ
ケ
ッ
ト
）

※
２
月
１
日
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
配
布

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

事
務
局  

N
P
O
法
人
あ
ん
ふ
ぁ
ん
ね
っ
と

電
話
（
2
6
9
）
7
5
6
8

　

子
育
て
支
援
課  

電
話
（
2
8
2
）
7
2
9
3

　

第
13
回  

芦
安
渓
流
釣
り
祭
り

　

前
日
に
芦
安
温
泉
郷
に
宿
泊
し
て
釣
り
を
楽

し
む
「
宿
泊
プ
ラ
ン
」
と
、
当
日
の
釣
り
祭
り

の
み
に
参
加
す
る
「
日
釣
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　

大
き
な
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
を
釣
り
上
げ
た
方

に
は
、
商
品
を
多
数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

３
月
13
日（
日
）

時　

間　

6
時
〜
10
時
30
分

　
　
　

 

（
受
付  

5
時
30
分
〜
）

場　

所　

御
勅
使
川
（
芦
安
地
区
）

内　

容　

イ
ワ
ナ
・ヤ
マ
メ
の
体
長
を
競
い
ま
す
。

※
え
さ
釣
り
の
み
（
ル
ア
ー
・
フ
ラ
イ
等
禁
止
）

※
子
ど
も
・
初
心
者
専
用
エ
リ
ア
あ
り　

参
加
費　
　

 

「
宿
泊
プ
ラ
ン
」
A
（
民
宿
・
旅
館
）　
　
　

　

大
人 

1
1,
0
0
0
円  

子
ど
も 

8,
0
0
0
円

 

「
宿
泊
プ
ラ
ン
」
B
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
旅
館
）

　

大
人 

1
2,
0
0
0
円  

子
ど
も 

9,
0
0
0
円

　
「
当
日
参
加
」
（
お
に
ぎ
り
・
豚
汁
付
き
）　

　

大
人 

4,
0
0
0
円  

子
ど
も 

2,
0
0
0
円

申
込
締
切　

 

「
宿
泊
プ
ラ
ン
」 

２
月
28
日（
日
）
17
時
ま
で

 

「
当
日
参
加
」
３
月
６
日（
日
）
17
時
ま
で

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
観
光
協
会

電
話
（
2
8
４
）
４
２
０
４

　

２
０
１
６  

　

地
域
さ
さ
え
愛
セ
ミ
ナ
ー

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・
貧
困
な
ど

子
ど
も
、
若
者
が
置
か
れ
る
状
況
の
厳
し
さ
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
現
状
の
理
解
や
、

地
域
の
大
人
に
求
め
ら
れ
る
支
え
合
い
の
形
に

つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

開
催
日　

３
月
５
日（
土
）

時　

間　

13
時
〜
16
時
30
分

　
　
　

 

（
受
付  

12
時
30
分
〜
）

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

基
調
講
演
「
地
域
に
生
き
る
子
ど
も
を
育
て
る

　

☆
み
ん
な
の
学
校
の
挑
戦
」

　

講
師　

前
大
阪
市
立
大
空
小
学
校
校
長

　
　
　
　

木
村 

泰
子 

氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
わ
が
ま
ち
は
い
ま

　

〜
子
ど
も
の
姿
、
地
域
の
姿
」

申
込
・
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　

 

電
話
（
2
8
2
）
7
2
５
０



 12  月 の 入 札 結 果

入
札
結
果

お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092●市役所関係

開札日 件        名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

12月10日 平成28年度版家庭ごみ収集カレンダー印刷業務 南アルプス市内 ㈱有泉堂 3,313,440

12月10日 拡大機リース（櫛形北小・白根百田小） 南アルプス市内 アルプス事務機㈲
南アルプス支店 33,696

12月10日 デジタル簡易無線機購入 飯野地内 ㈱斉藤テレビ 374,226

12月10日 貸与被服購入（消防職員新規採用予定職員5名分前期） 十五所地内 ㈲ヤマト商事 1,104,840

12月14日 西野99号線道路改良工事 南アルプス市内 山本建設㈱ 27,000,000

12月14日 公共下水道管渠布設工事（和泉3工区） 和泉地内 ㈲保坂建設工業 12,636,000

12月14日 公共下水道舗装本復旧工事（上八田工区） 上八田地内 ㈱シンワ 5,788,800

12月14日 公共下水道舗装本復旧工事（落合工区） 落合地内 高野工業㈱ 4,698,000

12月14日 公園施設長寿命化対策園路舗装工事 南アルプス市内 新津建設㈱ 9,180,000

12月14日 区画線設置工事（2工区） 南アルプス市内 ㈱フロンティアサイトー
南アルプス営業所 5,702,400

12月14日 東南湖幹線１号歩道設置工事 西南湖地内 名取ブロック工業 3,834,000

12月14日 滝沢老人福祉センター外構工事 小笠原地内 ㈲広進土木 2,073,600

12月14日 林道下安通前坂下線法面補修工事 芦安安通地内 ㈱浅利清興 1,490,400

12月14日 防災行政無線バッテリー交換工事（芦安地区） 南アルプス市内 山梨パナソニックシステム㈱ 1,134,000

12月14日 下宮地荊沢線物件調査業務委託 荊沢地内 ㈱ケイ・データエンジニア 432,000

12月21日 滝沢老人福祉センター屋根塗装他工事 小笠原地内 ㈲ほさか塗装店 1,890,000

10月29日 新学校給食センター給食用食器購入 十日市場地内 ㈱日新厨房企画 30,118,392

  
耳
の
日
フ
ェ
ス
タ  

耳
の
日
記
念
講
演
会

開
催
日　

３
月
６
日（
日
）　

時　

間　

13
時
30
分
〜
（
開
場
13
時
）　

場　

所　

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館

内　

容　

記
念
講
演
「
な
お
せ
る
難
聴
」

　
　
　
　

〜
主
に
中
耳
の
病
気
に
つ
い
て
〜

講　

師　

山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科

　

頭
頸
部
外
科
助
教　

遠
藤
周
一
郎 
氏

参
加
費　

無
料

お
問
合
せ
／
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会

　

山
梨
県
地
方
部
会
事
務
局

　

電
話
（
2
7
3
）
9
7
6
5

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

市
民
の
た
め
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー

　

転
ば
ぬ
先
の
杖
、
争
族
に
な
る
前
に
、
相
続

に
つ
い
て
色
々
な
事
例
で
面
白
お
か
し
く
学
び

ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

２
月
20
日（
土
）　

時　

間　

14
時
〜
16
時
（
受
付 

13
時
30
分
〜
）

場　

所　

若
草
生
学
習
セ
ン
タ
ー

内　

容　
「
落
語
で
学
ぶ
相
続
・
遺
言
・
後
見
・

　
　
　
　

事
業
継
承
」

講　

師　

こ
こ
ろ
亭
久
茶
（
相
続
問
題
実
務
家
）

申　

込　

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会

お
問
合
せ
／
行
政
書
士
会
峡
西
南
支
部

電
話  

0
5
5
6
（
2
0
）
2
5
3
7

　

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会

電
話
（
2
8
0
）
3
7
3
0

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
8
0
）
3
7
3
1

 　

第
29
回  

豊
地
区
分
館
ま
つ
り

開
催
日　

２
月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）

時　

間　

20
日　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　

21
日　

９
時
〜
15
時　

場　

所　

豊
働
く
婦
人
の
家

お
問
合
せ
／
豊
働
く
婦
人
の
家

電
話
（
2
8
4
）
3
7
2
0

  

全
国
ひ
き
こ
も
り
Ｋ
Ｈ
Ｊ
親
の
会

  

山
梨
支
部
山
梨
県
桃
の
会 

２
月
例
会

開
催
日　

２
月
28
日
（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
45
分

場　

所　

山
梨
県
福
祉
プ
ラ
ザ

参
加
費　

家
族
で
1,
0
0
0
円

            
（
当
事
者
は
無
料
）

内　

容　

子
と
親
・
家
族
の
対
話
の
つ
ど
い
、  

　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

お
問
合
せ
／
篠
原　

　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

0
5
5
4
（
6
6
）
4
0
7
3

　

甲
府
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

開
催
日　

３
月
６
日（
日
）　

時　

間　

13
時
30
分
（
開
場
13
時
）　

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

入　

場　

無
料

指　

揮　

千
野
こ
こ
ろ
（
南
ア
ル
プ
ス
市
出
身
）

お
問
合
せ
／
組
澤

電
話  

0
8
0
（
5
0
7
5
）
0
9
5
2

─8─

 

市
民
か
ら

イ
ベ
ン
ト  


